
第６学年 算数科学習指導案 

   日 時  平成２８年６月３０日（木）６校時 

児 童  男子 10名 女子 ８名 計１８名 

指導者  小野寺 敦子  

学習支援 及川 喜彦 

１ 単元名 角柱と円柱の体積の求め方を考えよう（東京書籍 新しい算数６年） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

  本単元で扱う角柱と円柱の体積については、学習指導要領第６学年の内容Ｂ「量と測定」の「（３）

図形の体積を計算によって求めることができるようにする。ア 角柱及び円柱の体積の求め方を考え

ること。」に位置づけられている。 

  立体の体積については、第５学年で直方体や立方体を取り上げ、体積の概念とその単位の理解から、

直方体・立方体の体積公式を導く学習をした。また、いろいろな図形の面積を求めることは、第５学

年で四角形や三角形を、第６学年では円について学習している。本単元では、これらの既習事項を生

かして、角柱や円柱の体積公式を導き、計算によって体積を求めることができるようにすることをね

らいとしている。 

 

（２）児童について 

図形に対しての得意意識・苦手意識にかなりの個人差が見られる。直方体や立方体の体積を求める

立式は全員正しくできている。しかし、直方体を組み合わせた複合図形の体積を求めることの正答率

は低かった。直方体の縦・横・高さの辺の長さを正しくとらえられていないことや、正しく分割した

り補ったりできていないことが原因だった。 

  意識調査の結果では、「算数で自分の考えを説明することが好き（どちらかというと好き）」と答え

た児童は１８人中１０人であった。また、「分かったことを、式・図・言葉などに表すことができた

か」という質問には、１２人が「とてもできた・少しできた」と答えている。このように、課題に対

して意欲的に取り組もうとし、学習内容の理解を深めようとしている児童が多い。一方で、自分の考

えをもてなかったり、自信がなかったりして、説明することに苦手意識を感じている児童もいる。ま

た、自分の考えを文章化して説明できなかったり、言葉足らずで相手に伝えきれなかったりしたとい

う体験を通し、分かりやすく説明したいという願いを口にする児童もいる。 

そこで、課題解決の時に自分の考えをノートなどに書きながら考えを整理し、説明のよりどころと

することで、思考力・表現力を高める取り組みをしている。また、友達が話したことや記録したこと

から、相手の考えを類推させる活動も行い、広い考え方に触れさせている。分からないことがある時

は友達に尋ねることや、自分の考えを説明して友達に分かってもらうことで、理解を深めようとして

いる。 

 

（３）指導にあたって 

  本単元では、どのように考えて公式を導き出していくのかを理解させるようにする。また、四角柱、

三角柱、円柱の求め方をまとめていく中で、「底面積×高さ」の式に一般化していく考え方の進め方

も大切にしていく。 

そこで、まず直方体の体積の求める公式を見直し、四角柱が「底面積×高さ」の式で求められるこ

とに気付かせる。そして、この式が三角柱や円柱などにも適用できることから、一般化して角柱や円

柱を求める体積の公式をまとめていく。その際、底面積と高さを明確にしてどの児童も説明できるよ

うに、図や立体模型を活用させたい。 

図には辺の長さを記入するようにし、解決の糸口を見つけられるようにしたい。それをもとに、分

からないことだけでなく気付いたことも話せる雰囲気を作り、どの児童も学び合いに参加できるよう

にしていきたい。 



３ 単元の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の目標 

 ○角柱や円柱の体積の求め方を理解し、計算によって求めることができるようにするとともに、それ

らの図形について理解を深める。 

 （１）関心・意欲・態度 

   ・身の回りにある角柱や円柱に関心をもち、その体積を調べようとする。 

（２）数学的な考え方 

   ・角柱や円柱の面積の求め方について、直方体の面積の求め方から類推し、図や式を用いて考え、

表現することができる。 

（３）技能 

   ・角柱や円柱の体積を、公式を用いて求めることができる。 

（４）知識・理解 

   ・角柱や円柱の体積は、底面積×高さにまとめられることを理解する。 

 

５ 単元指導計画と評価計画（５時間 本時 ２/５） 

小単元 時間 目標 主な学習活動 主な評価規準 

角

柱

と

１ ＜プロローグ＞いろいろな立体の図を提示し、体積の求め方を既習の図形を振り返り、

整理しながら新たな課題となる角柱や円柱の体積の求め方について興味・関心を高め

るようにする。 

５年 ６年 中学（1年） 

②直方体や立方体の面積 

 ・体積の概念 

 ・体積の単位（㎤、㎥）と 

単位の相互関係 

・直方体、立方体の体積の求

め方と公式 

・容積の意味 ⑦およその面積や体積 

 ・身の回りのもののおよ

その面積を、概形をと

らえて求めること 

 

⑫四角形と三角形の面積 

・平行四辺形、三角形の面積

の求め方と公式 

・いろいろな四角形（台形、

ひし形など）の面積の求め

方と公式 

・方眼を使った面積の概測 

 

⑥角柱と円柱の体積 

 ・角柱と円柱の体積の求

め方 

 

〇空間図形 

 ・多面体 

・角錐、円錐 

・面の平行移動・回転

移動と立体 

・立体の展開図 

・立体の表面積と体積 

⑯角柱と円柱 

 ・角柱と円柱の定義 

 ・角柱、円柱の底面、側面の

関係の考察 

 ・角柱・円柱の展開図、 

見取り図 

 



円

柱

の

体

積 

・四角柱の体積

の求め方を理

解する。 

・いろいろな立体の図を見て、体積の求め

方を学習した立体と未習の立体に分け、

単元で学習することをとらえる。 

・四角柱の体積の求め方を考える。 

・高さ 1cm の四角柱の体積を表す数と、

底面の面積を表す数を比べる。 

・四角柱の体積の求め方をまとめる。 

技：四角柱の体積は、直方

体での縦×横を底面積

ととらえると、底面積×

高さにまとめられるこ

とを理解している。 

２ 

本 

時 

 

・角柱の体積の

求め方を考

え、求めるこ

とができる。 

・三角柱の体積の求め方を考える。 

・角柱の体積を求める公式をまとめる。 

考：三角柱の体積の求め方

を、底面積×高さの式を

基に図や式を用いて考

え、説明している。 

３ 

 

・円柱の体積の

求め方を理解

する。 

・円柱の体積の求め方を考える。 

・円柱の体積を求める公式をまとめる。 

技：円柱の体積を、公式を

用いて求めることがで

きる。 

４ ・直方体を組み

合わせた図形

の体積も、角

柱とみて、底

面積×高さの

式で求められ

ることを理解

する。 

・直方体を組み合わせた図形の体積を求め

るのに、底面積×高さの式が使えないか

考える。 

・直方体を組み合わせた図形の体積も、角

柱と見て、底面積×高さの式で求めるこ

とができることをまとめる。 

関：角柱とみることによ

り、既習の公式が適用で

きることに気づき、既習

を活用するよさを認め

ている。 

ま

と

め 

１ 

 

・学習内容の定

着を確認し、

理解を確実に

する。 

・しあげ問題に取り組む。 知：基本的な学習内容を身

につけている。 

 

 

６ 本時の指導(２/５時) 

（１）目標 

  ・角柱の体積の求め方を考え、求めることができる。 

（２）研究内容に関わる本時における具体的な手立て 

 ●手立て１ 学び合いを深める工夫 

① 共有の問題提示および問題解決における思考の焦点化 

・教科書のひろきさんの考え（底面積×高さ）の一部（文章と図）を提示し、式を考えさせ

て説明につなげさせる。 

② 子ども主体の学び合いの在り方 

・グループでの学び合いを成立させるために、直方体の半分と見る方法で自力解決をするこ

とをおさえてから取り組ませる。 

・三角柱の体積の求め方の公式を基に、他の角柱の体積を求めることができることに気付か

せる。 

  ●手立て２ ジャンプの問題の取り入れ方の工夫 

① ジャンプの問題・・・共有の問題で理解したこと（三角柱）を活用して答えを求めさせ、本

時のまとめを確認し、角柱の体積の求め方の公式へ拡張する。 

② ジャンプの問題を取り入れる場面 ＜応用２＞ 

 

 



（３）評価 

評価規準 努力を要する児童への手だて 

三角柱の体積の求め方を、底面積×高さの式を基に図

や式を用いて考え、説明している。＜数学的な考え方＞ 

 掲示物等をもとに前時を想起させ、ひ

ろきさんの考えを式化させる。 

 

（４）展開 

段

階 

学習活動 指導上の留意点 評価・準備する

もの（評価方法） 

つ

か

む  

 

５

分 

１ ジャンプの問題をつかむ。 

次のロケットのような立体の体積を求めま

しょう。 

（四角柱と三角柱の複合図形） 

 

２ 課題を把握する。 

 

 

３ 共有の問題を把握する。 

次の三角柱の体積を求めましょう。 
 

・ジャンプの問題を解くに

は、何が分かればいい

か、見通しを持たせ、三

角柱に焦点化する。 

 

 

・ロケット型の

立体 

 

 

 

 

 

 

た

し

か

め

る  

 

35

分 

４ 学習課題の解決を図る（グループ隊形） 

・直方体の半分と見る方法（かおりさんの考え） 

で、求め方を考える。 

＜児童の活動例＞ 

直方体（縦４ｃｍ、横６ｃｍ、高さ５ｃｍ）

の半分の体積だから、２で割る。 

式：４×６×５÷２＝６０（㎤） 

・式と図を関連付けながら説明する。 

 

 

 

 

 

・ひろきさんの考えについて考え、全体で解決

する。 

＜児童の活動例＞ 

三角柱の場合も、高さ１ｃｍの三角柱の体積

を表す数（６×４÷２）と、底面積を表す数

は等しくなると考えて、高さをかける。 

式：６×４÷２×５＝６０（㎤） 

 

 

 

 

５ 全体で解決する。 

・考え方を説明する。 

・２つの式から、三角柱の体積の求め方の公式

を考える。 

 

・全員が自力解決に取り組

めるように、立体模型を

使って見通しをもたせ

る。 

・グループ隊形にし、分か

らないことをたずねた

り、自分の考えを説明し

たりしやすくする。 

・図に補助線を引いたり、

色分けさせたりするこ

とで、三角柱と直方体の

関係をとらえさせ、式化

につなげさせる。  

・式と図を関連付けながら

説明させることで、根拠

にもどりながら考えを

明確にさせたい。 

・ひろきさんの考えについ

ては、文章と図のみを提

示し、式を考えさせる。 

・ひろきさんと同じ考えが

児童から出た場合は、そ

れを取り上げる。 

 

・２つの式を比較して、「÷

２」の意味の違いをとら

えさせる。 

・式を見ながら、前時の学

習事項や図とつなげる。 

・共有の問題の

三角柱（模型） 

・かおりさんの

考えの図（児

童用プリン

ト・掲示用） 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

三角柱の体積

の求め方を、底

面積×高さの式

を基に図や式を

用いて考え、説

明している。 

<数学的な考え

方＞ 

（ノート・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

三角柱の体積の求め方を考えよう。 



 

 

 

 

 

６ 課題についてまとめる。 

 

 

 

 

７ ジャンプの問題に取り組む。 

例）・二等辺三角柱＋直方体＋直角三角柱２つ 

  ・五角柱＋直角三角柱２つ 

 

・ひろきさんの考えをもと

に話し合い、児童の考え

をつないで三角柱の体

積の求め方の公式を導

き出させる。 

 

 

 

 

 

・班で答え合わせをしてか

ら、全体で確認する。 

・五角柱の体積も、底面積

×高さで求めることが

できることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る  

 

5

分 

８ 本時の学習を振り返る。 

 ・授業の振り返りや感想を書く。 

・発表する。 

 

９ 次時の学習について確認する。 

・三角柱の体積の求め方の

公式は他の多角形にも

活用できることに気付

かせたい。 

・次時は円柱の体積の求め

方について学習するこ

とを確認する。 

 

 

（５）板書計画 

                ６/３０  

 

 

 

 

               ・直方体の半分と考えて     ジャンプの問題 

 

 

 

 

問題 次の三角柱の体積を  ・高さ１ｃｍの三角柱の体積に高さをかける 

求めましょう。 

                

 

                                 

   

               

 

 

 

 

 三角柱の体積は 

底面積×高さで求めることができる。 

課題 三角柱の体積の求め

方を考えよう。 

三角柱の体積は 

底面積×高さでもとめること

ができる。   

 

ジャンプの問題              

次の立体の体積を求めまし

ょう。 

 


